
令和元年度 学校教育自己診断 （考察） 

 

【回収率】 

教職員は１００％（前年９９％）、保護者６８％（前年比７％減）という結果であった。 

 

【各設問項目】 

１．保護者 

平成３０年度は９０％以上の高い肯定的評価の項目は全体の５０％であったが、今年度は全体の８

８％と、肯定的評価の項目が大幅に増加している。このことは、本校の教育活動全般について、概ね評

価いただいたものと考えている。 

しかしながら、「安全で安心できる学習環境」、「施設、設備、事故防止」への配慮については８０％台

の肯定的評価をいただいているものの、評価を下げており、施設設備面の老朽化に伴う事故、また教員

の不注意による事故等に対する保護者の方の不安、ご意見が反映された結果であると重く受け止めてい

る。施設の修繕、改修については今後も計画的に進めて行きたいと考えている。また校内の安全につい

ては、校内点検の期間を設ける等の取り組みで対応したい。また校内での事故防止についても「ヒヤリ

ハット」の共有など、事故を未然に防ぐ取り組みを今後も徹底していきたい。くわえて、依然「ホーム

ページ」に対する評価が低迷しおり、情報発信の手段としての充実を今後も図っていきたい。 

記述回答については施設設備の老朽化とそれに伴う衛生面についてのご指摘を複数いただいている。

また校内での事故について、保護者の方への連絡および情報提供についての不備をご指摘いただいた。

衛生面の課題については、前段の「安心・安全」の観点からも、対応できるものについては、早急に手

立てを講じたいと考えている。事故等への対応についても、未然の防止に最大限努め、保護者の方が不

審、不安を感じることのないよう、普段から教員同士が声を掛け合うなど、安全に対する意識を高める

取り組みを進めていきたい。その他に、校内人事や学校運営のありかた、昨今の報道から教員のモラル

についての不安の声もいただいている。前段については、今後も丁寧な説明に努め、不安の軽減に繋が

るよう取り組んでいきたい。後段については、校内での人権研修を基盤として、教員が互いに注意しあ

える環境作りを今後も進めていきたい。 

 

２．教職員 

平成３０年度は８０％以上の肯定的評価の項目は全体の４０％であったが、今年度は８０％以上の肯

定的評価の項目は全体の５３％で、肯定的評価の比率が上昇している。 

前年度評価が低かった「３学校運営に、教職員の意見が反映されている」「４教職員の適性・能力に応

じた校内人事」という項目については前年比１０～２０％程度肯定率が上昇している。しかしながら、

肯定率は決して高くはなく、今後も組織運営について改善の余地があることを示している。同じく前年

度評価が低かった「６個人情報に関する管理システム」の項目も肯定的評価６０％程度から８０％と肯

定率が向上している。こちらについては、誤配付防止の手順等が定着してきたことがその要因であると

思われる。 

今年度の課題としては、「１０校種間連携」、「２１防災に関する取り組み」についての肯定率ともに４

９％と、低評価の項目の改善があげられる。防災に関しては、配慮事項が多岐に渡る本校の実情を踏ま

えどのような防災計画が必要であるのか、また防災物品の充実と整備についてなど課題への対応が必要

であること、校種間連携については、取り組みの明確化と充実に向けた課題があることが低評価の要因

であると思われる。それぞれの要因を踏まえ、改善策を今後検討していきたいと考えている。「２６教育

活動に必要な情報」の周知についても、今年度１０％以上評価を下げており、本校の発信力の弱さを示

しているものと考える。ホームページの更なる充実と有効活用の方策も含めて検討の余地がある。 

記述回答については、組織運営についての意見、人権意識に対する意見がそれぞれ複数あげられてい

る。どちらもアンケートの数値としては好転しているが、組織委運営については、必要に応じてＰＴを

立ち上げる、あるいは運営委員会を有効活用した課題の共有と打開策の検討など、効率的な組織運営の

方法を検討していきたいと考えている。人権意識については個々の意識をより高めることに加えて、教

職員も児童生徒も互いに尊重し合える環境作りが今後も更に求められるものと考えている。 



 

ご意見欄（要約） 

 

【保護者】 

・建物自体の老朽化についての対応、トイレや教室の改修など、学習環境を安全・安心かつ衛生的に

保ってほしい。 

・年度内での教員の入れ替わりを避けてほしい。 

・校内での事故について、教員間の安全に対する意識を高めるとともに、事故が起こった場合、状況

やその後の対応について全容を速やかに保護者に知らせてほしい。 

・個別の指導計画の改善。 

・独断的な学校運営にならないようにしてほしい。 

・暴言やいじめが起こらない風通しのよい学校にしてほしい。 

その他に、支援学校に通う子どもたちの授業の充実（設備面も含め）を今後も図ってほしい旨のご意

見をいただいています。 

 

【教職員】 

・昨今の報道を受けて、教員間のモラルについての意識を高めることが今後も必要。 

・専門性や経験年数、学校全体のバランスなどを考慮した人員の配置が必要。 

・児童生徒の実態に即した根拠や計画性のある授業展開と実践する力の向上が必要。 

・会議等の効率化が必要。 


